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星野 夫追 の
S e A e c ti o n

高志の国文学館で"本物の感動"と出会う!若い世代､ご家族-すべての人に見ていただきたい
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ぼくたちが毎日生きている同じ瞬間､もうひとつ

の時間が､確実に､ゆったりと流れている｡日々の暮

らしの中で､こころの片隅にそのことを意識できる

かどうか､それは､天と地の差はど大きい｡

『旅をする木』文春文庫より

キャプション

1雪解けのツンドラをさまようカリ7-

2　ザトウクジラのブリーチング

3　夜空に舞うオーロラと満月

4　タテゴトアザラシの赤ちゃん

5　氷上でくつろくホンキョククマ

アラスカの自然とそこに生きる人々､そこで見つけた生

きものたちをカメラに収めた星野の作品は､今も見る人を

魅了し続けています｡被が残した文章は､飾らない人柄と

人生観を素直に表現していて､読む人の心に訴えかけて

きます｡本展では､星野の膨大な作品の中から代表作=マ

スターピースと生命のつながりを感じさせる動物写真を

含む約180点を新たに選び直しました｡写真に添えた被

のことばや､生前の星野に密着取材した映像､人となりと

仕事に迫る驚きと新鮮さに満ちた写真家の物語をお楽し

みください｡

当丁魂

写真家. 1 952年千葉県生まれ｡慶応義塾大学経済学部卒業後､アラ

スカ大学野生動物菅理学部へ入学o以後､アラスカを生活の基礎にし

て撮影､執筆活動をはじめる｡第3回アニマ賞､第1 5回木村伊兵衛写

真賞を受賞｡1996年ロシア･カムチャツカ半島での取材中､ヒクマ

の事故により急逝｡享年43歳｡

■閑適イベント

( 1 )星野直子(星野道夫事務所代表)

オープニングギャラリートーク

◎2回目の｢スライドと講演｣のみ申込必要◎要観覧券

[内容と日時] 6月10日(日)

1回目:ギャラリートーク11:00-ll:30

2回目:スライドと講演　14:00-15:30 ※申込必要

[会　場]1回目:企画展示室

2回日: 101研修室(定員72名)

(2)記念講演

｢若き日の旅立ちと眼差し-極北で見つめた生命の真実-｣

◎申込必要◎参加無料

[講　師]柳田邦男(ノンフィクション作家･評論家)

[日　時]7月1日(日) 14:00-15:30

[会　場]当館101研修室(定員72名)

■申込方法
電話･FAXにて､イベント名(複数可)と番号1】12l､氏名､電話番

号を当館までお知らせください｡定員に達し次第募集を終了します｡

※FAXの場合､定員に達してご参加いただけない場合のみご連絡します｡

■ご家族での来館プレゼント

星野道夫の写真入りミニカードを

お子様に差し上げます｡ (先着1 00名)

絵本Fクマよ』

(星野道夫文･写真､福音館書店)

写真展示　特別コレクション室

(3)星野道夫の絵本　読み聞かせ
一子どもたちへの贈りもの

◎申込不要◎参加無料

[出　演]読み聞かせ広げ隊

[日　時]6月24日(日)14:00-15:00

[会　場]ライブラリースペース

[共　催]富山県文化振興財団

(4)星野道夫のエッセイ朗読&音楽
一大人たちへの贈りもの

◎･申込不要⑳参加無料

[出　演]朗　読:聴川奈美子

ピアノ:松浦有里

[日　時]7月8日(日)14:00-15:00

[会　場]ライブラリースペース

展示担当者によるテーマ別展示解説 

雷要観覧券イベント2:～L.4rの終T後に行います○ 

第1回｢星野道夫の旅｣第2回｢星野道夫の言葉｣ 

第3回｢星野道夫の愛した本｣ 

｢　ー

I  I

7/　集.

pI
4ー_

子どもの頃に見た風景が､ずっと一二の中に残るこ

とがある｡いつか大人になり､さまざまな人生の岐

路に立った時､人の言葉ではなく､いつか見た風景

に尉まされたり､勇気を与えられたりすることが

きっとあるo

『長い旅の途上』文春文車より
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｢こんなことをやってみたい,いつかこんなふう

に生きてゆきたい｣-そんな漠然とした憧れを大事

にしていってはい､.なぜなら､人の一生の中で､自

分の本当にやりたいことにそれほど何度も出会う

ことはないからだo

｢ペンギン｣1993年冬号より
掘影星野道夫

至吉岡･全/R　あいの風とやま鉄道

北陸新鮮線1　富山駅

至糸魚川

Eju橿鉄富山町転頭首
_-㌔_ ___㌔ __I___ - ､_㌔____l

電鉄富山駅
･エスタ前

至富山大橋

富山国際会議場身重轡

交通のご案内
◆J R　あいの風とやま鉄道　吉山駅南口から(市内電車)｢冨

山駅｣のつばから大字前行または環状線｢県庁前.下車､徒歩5分

// (徒歩) 1 5分′′′ノ(コミュニティハスまいどはや(中央ルート))

｢サンシップとやま　高志の国文学館｣下車､徒歩2分/ (くるっ

とBUS(北西回り)レート)) ｢高志の国文学館｣下車　◆喜LIJ空

港から(タクシー)約20分　◆北陸自動車道冨山ICから(自

動車)約20分

お問い合わせ先

高志の国文学館
KOSHINOKUNI Museum of Literature

〒930-0095　富山県富山市舟橋南町2-22

TEL 076-131-5492　FAX 076-431-5490

http:∴′′www,koshibun.jp′′′


